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夜間の交通安全に役立つ再帰反射材への消費者意識調査
○ 芦渾昌子＊　岩戸純子＊　潮見弘子＊　野揮光代＊＊

(＊青葉学園短大　 ＊＊聖ヶ丘教育福祉専門学校)

〔(社) 日 本家 政学 会

目的　交通安全の観点から、重大事故の発生の多い夜間においてはドライバーから歩行
者が認められることが必要であり、自分の存在をアピールするものとして再帰反射材の使

用が有効である。そこで再帰反射材の使用の実態の調査と再帰反射材に対する認識。さら
に使用への意欲を調査した。

方法　再帰反射材の有効性の認識及び使用状況を若者、中年、高齢者の男女に区分し
てアンケート調査した。また、1998 年1  2 月からＬ月にかけて小学生、幼稚園児の登下
校時に防寒コートの色と再帰反射材の使用状況を調査した。若者、中年、高齢者は街中の
歩行者で調査した。調査は東京、千葉、神奈川等で行った。

結果　 「再帰反射材の有効性」を認識している割合は高く、最も高いのは中年男性

であり、車の運転により実感していることがうかがえた。「再帰反射材使用の実態」につ
いては若者、中年、高齢者ともに洋服や帽子などにつけられているものは非常に少なかっ
たが、靴での使用が、若者、中年層で見られた。「今後、反射材をつけたいと思うか」の
間いには高齢者が高く、若者は低かった。つけたいと思わない理由として、めんどくさい、

かっこわるい、つけやすい素材が簡単に手に入らない等が挙げられている。反射材が使わ
れている状況をみるとメーカーが取り付けて販売している靴、自転車などが多く用いられ
ていることから、商品開発の段階で衣服のデザインの中に取り入れられるよう好感を持た
れるデザインの提案をしていきたい。
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５月30日（日）第１会場　9 :00 ～12 : 00

山丹服・蝦夷錦の文様について(1 ）
村井不二子

(昭和女大)

【目的】 アイヌ民族服飾について､ 木綿衣を中心にその復元的調査研究を1988 年から1990 年

にわたって行い､ その成果は既に発表してきた。

今回は山丹服･ 蝦夷錦における文様表現について報告する｡ 調査対象は北海道開拓記念館

収蔵資料である。衣服を通して北海道と北方大 陸の交流の歴史を探り、保存･ 修復、文化的位

置付けを計り、更にその製作､ 流動について考察を進めた。なお､ 本研究(グループ) は1993 年

から1995 年にわたり文部省科学研 究費を交付された。

【方 法】 実物26 点を実見し、計測し､ 写真撮影を加えた。中国文献による史的･ 地域的特徴を

考察した。

【結果 】 文様の位 置は中央に対して左右対称が通例である。官服の胸と背の大龍( 座龍)は別

として、凡ねその原則 に従っている。段ぎれの場合もこれ に準じていて、更に上下対称、逆対

称､ 回転対称などの変化はあるが、どれも均斉のとれた美しさがある。正確な左右対称でないフ

リーなデ ザインであっても、大きさとボリュームの組み合わせによる全体配置が見事であり、視覚

的な左右対称を生み出している。

官服の中心は龍文である。龍文に共通することは他文様に比べて表現方法に変化があり、技

法が特にてい ねいである。特別な技法や他より美しい金糸を用い て際立たせている。胴は鱗模

様で､ 胴のくねりの向きに合 わせ て鱗模様もそれ に沿って向きを変えてゆく。どんな粗い織りや

刺繍でもすべてこのように表されている。その完成度は龍文につい て考えるときの重要なポイン

トである。
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